
平成 29 年 12 月 20 日に開催されました第 2 回奈良県公共事業評価監視委員会において、資料の修正の指摘を受けた件について、以下のとおり修正を行っております。  ①【全路線共通】 Ｐ３ 事業の概要   Ｐ３の事業の概要に、主要な構造物を明示し、工事内容の規模感が把握できる資料を追加。 （修正前）                 （修正後）             



②【一般国道 168 号 阪本工区】 Ｐ３ 事業再評価の実施理由（事業費の増額）   事業費の増額について、変更箇所が分かる位置図のページを追加。  （修正後）Ｐ４に以下の資料を追加。                 ③【一般国道 168 号 阪本工区】 Ｐ１４ 事業の必要性等に関する視点   Ｐ１４に事業全体の費用便益費（B/C）の下記の説明分を追記。  （修正後） ※３ 新規評価時（H26）の B/C＝1.5 より、以下の要因により 1.2 に変化した。     ・事業費が新規評価時の約 45.0 億円から約 66.5 億円に増となった。     ・「走行時間短縮便益」及び「走行経費減少便益」について、災害等による通行止めの実績が、新規評価時の H20～H24 の実績である「22 日/年」に比べ、H24～H28の実績が「31日/年」と多くなったことで、これらの便益が増となった。      



④【一般国道 369 号 香酔峠工区】 Ｐ１６ 前回再評価時との比較   事業費の増額について、変更箇所が分かる位置図を追加。 （修正前）                 （修正後） 


